
再
エ
ネ
勉
強
会
の
開
催
内
容

第
１
回
に
続
き
、
津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生

プ
ラ
ン
に
掲
げ
て
い
ま
す
「
役
場
庁
舎
の
建
て

替
え
と
周
辺
施
設
の
整
備
に
伴
う
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

の
構
築
（
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
に

基
づ
き
、
公
共
施
設
等
で
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

を
活
用
し
た
熱
電
供
給
に
よ
る
活
用
モ
デ
ル
に

つ
い
て
、
町
の
業
務
受
託
者
で
あ
る
日
本
デ
ー

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
以
下
、「
N
D
S
」）

よ
り
調
査
結
果
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
、
道
外
よ
り
講
師
を
２
名
お

招
き
し
、
国
内
外
の
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の

事
例
紹
介
と
、
全
国
初
の
自
治
体
新
電
力
を
創

出
し
た
群
馬
県
中
之
条
町
の
取
組
み
に
つ
い
て

講
演
を
い
た
だ
き
、
最
後
に
は
、
会
場
の
参
加

者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

講
演

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
事
例

紹
介
」

〈
講
師
〉
一
般
社
団
法
人
日
本
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会

専
門
調
査
員

川
越
裕
之
氏

協
会
で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
相
談
窓
口
、
発
電
や
熱
利
用
の
調
査
、

全
国
各
地
で
の
講
演
、
人
材
育
成
な
ど
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
わ
る
様
々
な
業
務

に
携
わ
り
、
協
会
を
通
じ
て
、
地
域
で
の
森
林

資
源
活
用
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

川
越
氏
か
ら
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
熱
電
併
給
の
小
規
模
か
ら
大
規
模
ま

で
４
つ
の
事
例
と
、
国
内
に
お
け
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
を
地
産
地
消
し
て
い
る
岡
山
県
、
岩
手

県
、
山
梨
県
、
東
京
都
の
４
つ
の
事
例
を
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

た
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
の

設
立
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

〈
講
師
〉群
馬
県
中
之
条
町
役
場

企
画
政
策
課
係
長

山
本
嘉
光
氏

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉
1
9
6
6
年
群
馬
県
生
ま
れ
。
昭
和

年
六
合
（
く
に
）
村
役
場
へ
入
職
。
建
設
、
水
道
、

60福
祉
、
戸
籍
を
担
当
。
平
成

年
３
月
に
中
之
条
町
へ

22

編
入
合
併
。
平
成

年
７
月
よ
り
再
生
可
能
エ
ネ
ル

24

ギ
ー
対
策
室
設
置
に
伴
い
異
動
。
職
員
２
名
で
の
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
現
在
は
４
名
体
制
で
建
設
や
事
務

事
業
を
担
当
。
発
電
事
業
・
ト
レ
イ
ル
大
会
開
催
・
旧

鉄
道
復
元
等
々
、
業
務
は
多
岐
に
わ
た
る
が
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
「
電
力
の
地
産
地
消
」
を
主
体
に
、

地
域
振
興
・
観
光
振
興
を
推
進
し
て
い
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
取
組
み

中
之
条
町
は
、
平
成

年
に
「
再
生
可
能
エ

25

ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
中
之
条
」
を
宣
言
。
５
つ
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
（
次
ペ
ー

ジ
上
図
の
と
お
り
）。

現
在
は
、
町
営
発
電
所
（
太
陽
光
３
施
設
、

小
水
力
１
施
設
）
を
整
備
。
総
発
電
量
6
1
1

4
鯵
で
あ
り
、
中
之
条
町
全
世
帯
の
約
３
割
相

当
の
電
力
供
給
を
可
能
に
し
て
い
る
。

宣
言
の
同
年
に
は
、
全
国
1
0
0
番
目
と
な

る
新
電
力
会
社
「
一
般
財
団
法
人
中
之
条
電
力
」

を
町
と
民
間
の
共
同
出
資
に
よ
り
設
立
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
全
般
の
事
業
を
推
進
し
、
自
然
保

護
、
省
エ
ネ
、
地
域
活
性
化
の
支
援
な
ど
を
行

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
電
力
自
由
化
に
対
応
し
た
一
般
家
庭

を
含
め
た
電
力
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
な
う
た
め
、

平
成

年
に
「
株
式
会
社
中
之
条
パ
ワ
ー
」
を

27

中
之
条
電
力
の
全
額
出
資
に
よ
り
設
立
。
翌
年

に
は
小
売
電
気
事
業
登
録
を
取
得
し
、
電
力
の

地
産
地
消
を
目
指
し
て
い
る
。

再
エ
ネ
勉
強
会

～
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
編
～

昨
年
に
開
催
し
ま
し
た
第
１
回
の
再
エ
ネ
勉
強
会
（
詳
細
は
平
成

年
１
月
号
に

30

掲
載
）
に
続
き
、
本
町
の
地
域
資
源
で
あ
る
森
林
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
活
用
を
検
討
す
る
「
平
成

年
度
第
２
回
津
別
町
再
エ
ネ
勉
強
会
」
を
２
月

29

19

日
（
月
）
に
津
別
町
林
業
研
修
会
館
で
町
民
な
ど

名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

41

複
合
庁
舎
及
び
周
辺
施
設
の

熱
電
供
給
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か

今
年
度
町
の
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
熱
供
給
シ
ス

テ
ム
プ
ラ
ン
策
定
業
務
を
受
託
し
て
い
る
N
D

S
よ
り
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

主
な
報
告
の
内
容
は
、
臼
原
料
供
給

に
つ
い
て
、
渦
導
入
設
備
計
画
で
す
。

臼
は
、
町
内
に
利
用
で
き
る
木
材
が

あ
る
か
と
い
う
内
容
で
す
が
、
結
論
か

ら
言
う
と
、
必
要
と
す
る
原
料
は
十
分

に
あ
る
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
し
、
収
集
方
法
、
収
集
コ

ス
ト
に
つ
い
て
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

渦
は
、
３
つ
の
ケ
ー
ス
が
示
さ
れ
、

各
々
の
必
要
原
材
料
、
必
要
燃
料

（
チ
ッ
プ
、
ペ
レ
ッ
ト
）
量
、
売
熱
単

価
な
ど
具
体
的
な
数
字
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
熱
需
要
先
（
施

設
）
の
確
保
、
夏
期
の
熱
利
用
が
課
題

と
し
て
あ
り
ま
す
。
示
さ
れ
た
ケ
ー

ス
と
結
果
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

ケ
ー
ス
１
＝
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー

の
分
散
配
置（
各
施
設
ご
と
の
熱
供
給
）

【
結
果
】温
浴
施
設
等
給
湯
を
年
間
必
要

と
す
る
施
設
が
あ
れ
ば
事
業
性
あ
り
。

ケ
ー
ス
２
＝
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ

ラ
ー
の
分
散
配
置
（
各
施
設
ご
と
の
熱

供
給
）

【
結
果
】
ケ
ー
ス
１
の
結
果
と
同
様
。

ケ
ー
ス
３
＝
小
型
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
電
併
給

装
置
に
よ
る
集
中
型
熱
電
供
給
（
１
箇
所
の
ボ

イ
ラ
ー
棟
か
ら
各
施
設
へ
の
熱
電
供
給
）

【
結
果
】
電
気
を
F
I
T
制
度
に
よ
る
売
電
を
行

な
う
こ
と
で
事
業
性
が
大
き
く
な
る
。
発
電
に

伴
う
余
剰
熱
を
温
浴
施
設
等
給
湯
に
年
間
利
用

す
る
こ
と
で
更
に
事
業
性
が
高
く
な
る
。

質
疑
応
答
及
び
意
見
交
換

今
回
の
勉
強
会
で
は
、
講
師
２
人
か
ら
の
講

演
内
容
と
N
D
S
よ
り
報
告
さ
れ
た
内
容
を
踏

ま
え
、
参
加
者
か
ら
は
、
海
外
事
例
に
お
け
る

雇
用
人
数
に
つ
い
て
、
中
之
条
町
の
太
陽
光
発

電
に
お
け
る
リ
ー
ス
事
業
や
小
水
力
事
業
に
つ

い
て
、
本
町
の
熱
電
供
給
の
対
象
施
設
の

範
囲
や
、
原
料
・
燃
料
・
売
熱
単
価
に
つ

い
て
な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
津
別
町
は
ペ
レ
ッ
ト
で
進
め

て
い
る
の
で
、
チ
ッ
プ
で
は
な
く
ペ
レ
ッ

ト
で
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
」「
津
別
町

は
日
照
率
も
高
く
、
川
が
あ
り
水
量
が
あ

る
の
で
太
陽
光
や
小
水
力
な
ど
も
利
用

し
た
方
が
良
い
と
思
う
」「
津
別
町
は
ゴ

ミ
分
別
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
燃
え
る
ゴ

ミ
は
大
空
町
へ
搬
出
し
て
い
る
。
工
場

端
材
等
木
材
と
燃
え
る
ゴ
ミ
を
燃
料
と

し
て
熱
利
用
を
行
え
る
か
」
な
ど
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
以
外
の
再
エ
ネ
導
入
に
つ
い

て
の
意
見
も
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に

今
回
い
た
だ
い
た
意
見
等
を
参
考
に
、

津
別
町
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
協

議
会
の
中
で
検
討
し
、
熱
電
供
給
シ
ス
テ

ム
プ
ラ
ン
を
策
定
い
た
し
ま
す
。
愛
林

の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
く
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
を
中
心
に
、
太
陽
光
や
地
中
熱
な
ど
地

域
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
を
図
り
、
災
害
に
強
く
、

環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
な
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

林
政
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
グ

ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
３
１
８
）
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▼中之条町が取組む再エネ

２

▲

ケ
ー
ス
３
の
ス
キ
ー
ム
イ
メ
ー
ジ
図

▲再エネ勉強会の開催状況


